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概
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＇
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／
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／
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携
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概
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／
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ー
文
化
行
政
の
概
況

近
年
、
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
背
景
~

と
し
て
広
く
国
民
の
間
に
多
様
な
文
化
的
欲
求
が
高
~

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
化
の
す
う
勢
の
中
で
高
~

い
水
準
の
優
れ
た
芸
術
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
~

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
芸
術
の
水
準
を
高
め
、
ま
~

た
国
民
が
等
し
く
こ
の
よ
う
な
芸
術
文
化
を
享
受
で
~

き
る
よ
う
、
以
下
の
諸
施
策
を
講
じ
た
。

第
一
に
、
優
れ
た
芸
術
創
作
活
動
を
推
進
す
る
施
~

策
と
し
て
、
芸
術
関
係
団
体
の
行
う
事
業
に
対
す
る
~

助
成
、
日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業
、
優
秀
舞
台
芸
術
~

公
演
奨
励
事
業
、
芸
術
活
動
の
特
別
推
進
、
芸
術
祭
~

の
実
施
、
芸
術
家
育
成
の
た
め
の
研
修
（
在
外
研
修
・
~

国
内
研
修
）
、
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
芸
術
家
・
団
体
~

の
顕
彰
（
芸
術
選
奨
、
日
本
芸
術
院
賞
、
芸
術
作
品
~

賞
、
舞
怠
＝
術
創
作
奨
励
賞
、
優
秀
美
術
作
品
買
上
）
~

を
行
っ
た
。

ヽ
ぶ
、
美
術
工
芸
品
の
国
に
よ
る
買
い

上
げ
を
行
っ
た
。

史
跡
等
に
関
し
て
は
、
そ
の
公
有
化
、
保
存
施
設
~

の
設
置
の
助
成
、
復
旧
・
整
備
の
助
成
等
を
行
っ
~

ほ
か
、
天
然
記
然
物
の
食
害
対
策
、
埋
蔵
文
化
財
~

発
掘
調
査
へ
の
助
成
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
養
成
事
業
、
~

俗
文
化
財
の
調
査
、
保
存
修
理
、
防
災
、
地
域
伝
~

活
動
等
、
文
化
財
の
保
存
修
理
等
に
不
可
欠
な
伝
~

的
技
術
に
関
す
る
後
継
者
養
成
等
の
各
種
事
業
に
~

す
る
助
成
を
行
っ
た
。

宗
務
行
政
関
係
で
は
、
宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
~

、
都
道
府
県
に
お
け
る
認
証
事
務
に
対
す
る
指
導
~

び
宗
教
統
計
調
査
、
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
適
~

化
を
図
る
た
め
の
研
修
会
等
を
実
施
す
る
と
と
も
~

「
宗
教
法
人
運
営
の
適
正
化
の
た
め
の
資
料
」
を
~

成
し
た
ほ
か
、
宗
務
時
報
及
び
宗
教
年
鑑
を
発
刊
~

た
。
ま
た
宗
教
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
二
年
計
画
~

初
年
度
と
し
て
第
一
次
調
査
を
行
っ
た
。
平
成
元
~

度
は
、
引
き
続
き
事
業
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
~

文

化
第
二
に
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
施
策
ど
~

し
て
、
こ
ど
も
の
豊
か
な
創
造
性
、
情
操
の
か
ん
養
~

に
資
す
る
た
め
の
「
こ
ど
も
芸
術
劇
場
」
、
青
少
年
の
~

情
操
の
か
ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の
気
運
を
醸
成
す
る
~

「
青
少
年
芸
術
劇
場
」
、
中
学
生
の
情
操
の
か
ん
養
と
・

芸
術
活
動
へ
の
参
加
の
機
運
を
醸
成
す
る
。
「
中
学
校
~

芸
術
鑑
賞
教
室
」
、
全
国
各
地
に
お
い
て
優
れ
た
舞
台
~

芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
確
保
す
る
「
移
動
芸
術
~

祭
」
、
美
術
作
品
の
巡
回
展
（
国
立
美
術
館
所
蔵
内
外
~

美
術
名
品
展
、
現
代
美
術
選
抜
展
）
を
開
催
し
た
。
~

第
三
に
、
地
域
は
お
け
る
文
化
活
動
を
振
興
す
る
~

施
策
と
し
て
、
国
民
一
般
や
高
校
生
の
文
化
活
動
を
~

全
国
的
に
発
表
す
る
場
と
し
て
の
国
民
文
化
祭
及
び
~

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
実
施
、
地
域
の
文
化
~

活
動
の
拠
点
と
な
る
公
立
文
化
施
設
の
建
設
に
対
す
~

る
補
助
、
公
立
文
化
会
館
の
職
員
等
に
関
す
る
研
修
、
~

地
方
で
開
催
さ
れ
る
音
楽
、
演
劇
、
美
術
の
講
習
会
~

等
に
対
す
る
指
導
者
の
派
遣
等
を
行
っ
た
。
~

ま
た
、
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
~

受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
遺
産
を
大
切
に
保
存
す
る

と
同
時
に
活
用
し
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
現

代
社
会
に
生
き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

文
部
省
は
、
専
門
家
に
よ
る
綿
密
か
つ
的
確
な
調
査

に
基
づ
き
、
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
指
定
・

選
定
し
て
そ
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
平
成
元
年
一

月
九
日
現
在
、
重
要
文
化
財
一
万
一
四
七
六
件
（
う

ち
国
宝
一

0
三
四
件
）
、
重
要
無
形
文
化
財
六
七
件
、

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
一
六
九
件
｛
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
一
四
一
件
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
二
四
四

0
件
（
う
ち
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
然
物
一
五
五
件
）

が
指
定
さ
れ
、
＾
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
二

八
地
区
、
選
定
保
存
技
術
三
八
件
が
選
定
さ
れ
て
い

る。
こ
れ
ら
の
重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
・
選
定
さ

れ
た
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、
国
宝
・
重
要
文
化

財
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
関
し
て

は
計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
行
う
と
同
時

に
、
防
災
設
備
の
保
守
点
検
・
小
修
理
等
の
維
持
管

芸
術
創
作
活
動
の
推
進

芸
術
関
係
団
体
の
行
う
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、

バ
レ
エ
の
よ
う
な
大
規
模
な
芸
術
活
動
で
芸
術
振
興

上
有
意
義
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
業
ベ
ー
ス
で

の
実
施
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
国
が
助
成
す
る
こ

と
と
し
、
従
来
の
「
民
間
芸
術
等
振
興
費
補
助
金
」

に
加
え
て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
は
「
日
米
舞
台
芸

術
交
流
事
業
」
、
昭
和
六
二
年
度
ら
「
優
秀
舞
台
芸
術

公
演
奨
励
」
、
昭
和
六
三
年
度
か
ら
は
「
芸
術
活
動
の

人
の
管
理
運
営
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
予
定
で
あ
~
日
間
、
文
化
庁
と
埼
玉
県
等
と
の
共
催
で
実
施
す
る

る

。
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ま
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催
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~
0
月
二
二
日
か
ら
一
三
日
間
、
四
三
の
事
業
が
行
わ

~
れ
た
。
こ
の
事
業
に
全
国
各
地
か
ら
七
二
団
体
、
延

①
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
整
備
促
進
~

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
現
代
舞
踊
、
~
ベ
一
万
一
〇
七
人
の
出
演
者
が
あ
り
観
客
数
は
四
三

現
代
演
劇
等
我
が
国
現
代
舞
台
芸
術
の
殿
堂
と
な
る
~
万
人
に
も
及
ん
だ
。

べ
き
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
関
係
~
こ
の
文
化
祭
は
、
毎
年
、
各
県
持
ち
回
り
で
開
催

者
の
長
年
に
わ
た
る
強
い
要
請
を
受
け
て
調
査
研
究
~
す
る
予
定
で
あ
る
。

を
実
施
し
て
き
た
が
、
平
成
元
年
度
に
お
い
て
は
、
~
ま
た
、
平
成
元
年
度
に
お
い
て
は
、
国
民
文
化
祭

実
施
設
計
（
二
か
年
計
画
の
第
二
年
次
）
を
完
了
さ
~
と
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
を
軸
と
し
て
、
文
化

せ
、
敷
地
整
備
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
特
殊
~
活
動
の
幅
を
国
際
的
に
広
げ
、
国
際
文
化
交
流
の
振

法
人
国
立
劇
場
に
準
備
室
を
設
置
す
る
な
ど
開
場
に
~
興
に
資
す
る
と
同
時
に
国
民
の
文
化
活
動
の
一
層
の

向
け
て
の
諸
準
備
を
進
め
る
。
~
活
性
化
を
図
る
た
め
、
青
少
年
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
の

~
文
化
活
動
指
導
者
の
招
へ
い
、
派
遣
及
び
研
修
を
行

②
第
四
回
国
民
文
化
祭
は
埼
玉
で
開
催
~

ぷ
ノ

9

9

 

心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
国
民
の
文
化
に
寄
せ
る
関
~

3
 

心
と
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
、
~
（

国
民
一
般
（
ア
マ
チ
ュ
ア
）
が
行
っ
て
い
る
各
種
の
~

文
化
活
動
（
民
俗
芸
能
、
民
謡
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
、
~

吹
奏
楽
、
演
劇
、
美
術
、
文
芸
、
映
像
及
び
茶
道
・
~

華
道
な
ど
の
生
活
文
化
等
）
を
全
国
的
な
規
模
で
発
~

表
す
る
場
と
し
て
、
「
国
民
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
~

る。第
四
回
は
埼
玉
県
で
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
三
五
の
~

主
催
事
業
を
―
一
月
二
日
か
ら
―
二
日
ま
で
の
一
―
~
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口
~
①
国
語
審
議
会
は
、
昭
和
四
一
年
六
月
に
文
部
大
~

~
臣
の
諮
問
を
受
け
て
以
来
、
戦
後
国
語
施
策
の
見
直
~

~
し
を
進
め
、
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
、
「
常
用
漢
字
~

~
表
」
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
の
答
申
を
行
い
、
こ
れ
ら
~

~
は
い
ず
れ
も
内
閣
告
示
・
内
閣
訓
令
と
し
て
実
施
に
~

~
移
さ
れ
て
き
た
。

い
る
が
、
平
成
元
年
~
こ
う
し
た
見
直
し
の
結
果
、
新
し
い
内
閣
告
示
は
、
~

進
」
に
つ
い
て
公
演
~
法
令
、
公
用
文
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
放
送
な
ど
、
一
~

結
果
、
こ
れ
ら
の
事
~
般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
、
現
代
の
国
語
を
書
き
表
~

助
金
が
最
高
額
で
あ
~
す
た
め
の
目
安
・
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、
~

数
字
を
初
め
て
上
回
~
各
種
専
門
分
野
や
個
々
人
の
表
記
を
拘
束
す
る
も
の
~

一
~
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
明
確
に
さ
れ
た
。
~

お
い
て
は
、
若
手
芸
~
国
語
審
議
会
は
、
昭
和
六
一
年
―
二
月
以
降
、
「
現
~

0
年
度
以
降
初
め
て
~
代
仮
名
遣
い
」
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
、
外
来
語
~

じ
二
年
派
遣
を
四
名
~
の
表
記
の
問
題
を
取
り
上
げ
慎
重
に
審
議
を
行
っ
て
~

画
の
促
進
等
に
つ
い
~
お
り
、
平
成
元
年
二
月
に
発
足
し
た
第
一
八
期
国
語
~

関
す
る
懇
談
会
」
の
中
~
審
議
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
審
議
し
て
い
る
。
~

3
私
的
諮
問
機
関
で
あ
~
ま
た
、
国
語
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
国
語
を
大
~

贔
談
会
」
の
中
間
報
~
切
に
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
冊
子
と
ビ
デ
オ
テ
~

匹
点
と
し
て
の
東
京
国
~
ー
プ
を
作
成
し
、
全
国
の
関
係
機
関
に
無
償
で
配
布
~

／
タ
ー
の
機
能
を
充
実
~
し
て
い
る
。

笙
広
く
確
保
し
、
ま
た
、
~
近
年
、
国
際
交
流
の
進
展
に
伴
い
、
国
内
外
に
日
~

国
際
交
流
を
推
進
す
る
~
本
語
学
習
者
が
増
大
し
、
そ
の
学
習
目
的
も
多
様
化
~

実
掘
す
る
予
定
で
あ
る
。
~
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
~

~
と
は
極
め
で
重
要
な
こ
と
さ
が
る
5

羞
畠
璽
滋
姜
晨
蘊

g
i
文
化
庁
で
は
、
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重
~
ま
た
、
史
跡
等
に
関
し
て
、
国
民
が
ふ
る
さ
と
の

紐
~
要
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
等
と
し
て
指
定
・
~
歴
史
や
伝
統
的
な
文
化
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
慣
れ

紐
：
選
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
文
化
財
に
関
し
て
二
親
し
む
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
歴
史

i
 

媒年
二
有
形
の
文
化
財
の
場
合
は
そ
の
保
存
修
理
、
買
上
げ
~
の
広
場
」
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

を
r
,
'
は
＂
～
昔
月
＇
．
〔
〔

2
[月
＇
，
〔
〔
公
g
g
自
r
、
k
[
[
(
[
[

g
g

,
1t~

~
等
、
無
形
の
文
化
財
の
場
合
は
そ
の
伝
承
者
の
養
成
、
~
文
化
財
保
護
に
関
す
る
国
際
交
流
事
業
と
し
て
は
、

②
出
版
者
の
保
護
に
関
す
る
検
討
~
記
録
の
作
成
等
、
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
j
従
来
の
文
化
財
の
保
存
修
復
に
関
す
る
専
門
家
の
派

複
写
機
器
の
発
達
・
普
及
に
伴
う
出
版
者
の
保
護
~
じ
て
い
る
。
i
遣
・
招
へ
い
、
中
国
敦
燻
文
化
財
保
存
修
復
へ
の
協

の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
著
作
権
審
議
~
昭
和
六
三
年
度
の
指
定
・
選
定
で
は
、
鉄
道
関
係
~
力
等
の
事
業
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、
新
た
に

会
第
八
小
委
員
会
は
、
昭
和
六
三
年
一0
月
に
、
複
~
の
施
設
と
し
て
は
初
め
て
の
門
司
港
駅
（
旧
門
司
駅
）
~
南
ア
ジ
ア
仏
教
遺
跡
の
保
存
整
備
に
関
す
る
基
礎
的

写
を
中
心
と
し
た
出
版
物
の
複
製
に
つ
い
て
出
版
者
~
本
屋
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
指
定
、
藤
ノ
木
古
二
調
査
研
究
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構
と
の
共
同
研

に
権
利
を
認
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
中
間
~
墳
出
土
品
（
石
棺
外
）
の
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
i
究
等
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
度
も

報
告
を
公
表
し
た
。
同
小
委
員
会
は
、
現
在
、
中
間
~
品
）
指
定
、
東
・
北
日
本
の
細
工
石
刃
文
化
を
代
表
~
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ユ
ー
ロ
パ
リ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
祭

報
告
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
関
係
団
体
等
の
意
見
を
~
す
る
特
殊
な
細
石
製
作
法
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
i
の
主
要
行
事
と
し
て
「
日
本
美
術
に
お
け
る
人
間
像
」

踏
ま
え
最
終
報
告
の
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
：
た
白
滝
遺
跡
の
史
跡
指
定
、
下
北
半
島
各
地
で
行
わ
；
展
（
仮
称
）
を
開
催
す
る
な
ど
、
文
化
庁
主
催
に
よ

③
そ
の
他
の
問
題
の
検
討
~
れ
て
き
た
獅
子
神
楽
の
代
表
例
と
し
て
下
北
の
能
舞
i
る
海
外
で
の
古
美
術
展
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
他
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
創
作
物
に
関
す
る
~
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
~

著
作
権
問
題
に
つ
い
て
は
著
作
権
審
議
会
第
九
小
委
~
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
、
四
国
の
~

員
会
で
、
私
的
録
音
・
録
画
問
題
に
つ
い
て
は
同
審
~
吉
野
川
中
流
域
に
発
達
し
た
大
壁
造
、
卯
声
付
の
商
~

議
会
第
一
0
小
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
が
進
め
ら
~
家
群
の
立
ち
並
ぶ
徳
島
県
脇
町
南
町
ほ
か
一
地
区
を
~

れ
て
い
る
。
~
選
定
し
た
。

a、
文
化
財
盆
保
護

□日い
17う
t
[
い
]
,
:
[
[

~
境
内
全
域
に
お
け
る
指
定
文
化
財
に
対
す
る
総
合
的
~

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
~
な
防
災
施
設
整
備
工
事
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
~
·

理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
~
存
地
区
内
の
伝
統
的
建
造
物
等
の
う
ち
特
に
緊
急
に
~

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
~
保
存
修
理
を
要
す
る
も
の
の
重
点
的
修
理
、
各
地
に
~

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
図
る
こ
~
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
実
態
等
の
緊
急
調
査
~

し
~
ー
ぷ
鵞

5
:
~

し
9
v

9,
、

翌

｀

ぺ

‘

〉

和
~
＂
y

c

48 
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1
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—
し

I
I
I
I

等
次
号
(

6

月
号
）
目
次

導

ー

ー

ぃ
指
領

新
習
要

疇

9

し

学

翁
巻
頭
言

新
し
知
予
習
詣
導
要
領
受
読
ム
に
|
|
幸
田
三
郎

R
輪
文

生
罪
学
習
体
系
へ
の
移
行
と

新

し

い

学

習

指

導

要

領

新

井

郁

男

個
々
の
生
徒
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
ー
井
上
輝
夫

新
し
い
学
習
指
導
要
領
と
学
狡
経
営
ー1
ー
永
岡
順

R
座
談
会

学
習
捐
導
要
領
の
改
訂
と
教
育
課
瞑
の
展
開

（
出
席
者
）
危
井
浩
明
／
，
上
寺
久
雄
．
，
上
田
幸
夫

青
木
時
子
／
（
司
会
）
熱
海
則
夫

魯
解
説

Q
&
A教
育
課
程
の
基
準
の
改
善

藝
資
料

新
学
習
指
導
要
領
の
舌
示
の
公
示

Sい
て
（
通
達
全
文
）

移
行
措
置
に
つ
い
て
（
通
達
全
文
及
び
要
点
）

わ

が

ま

ち

の

生

涯

学

習

，

1

’
埼
王
県
吹
上
町

科

学

の

ひ

ろ

ば

国

立

科

学

博

物

館

入

。

こ

の

道

＇

，

1
,
1
|上
山
春
平

▽
風
穎
る
五
月
。
さ
わ
や
か
な
大
変
よ

い
季
節
に
な
っ
た
。
森
蘊
万
象
こ
と
ご

と
く
躍
動
を
覚
え
る
時
で
あ
ろ
う
。
順

詞
に
す
べ
り
出
し
た
刷
新
文
部
時
報
も

今
月
号
は
そ
の
第
二
号
、
さ
ら
に
号
を

重
ね
て
一
層
の
飛
躍
を
遂
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

▽
さ
て
、
．
何
を
す
る
に
も
ま
ず
人
と
金

だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
都
道
府
県
な
ど

か
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
「
今
年
は
人
も

予
算
も
厳
し
く
て
な
か
な
か
御
要
望
に

こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
」
な
ど
と
お
答

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
。

事
柄
に
よ
っ
て
は
残
念
で
あ
る
如
、
い

た
し
か
た
が
な
い
。
そ
こ
で
人
や
予
算

は
重
要
か
つ
必
要
な
と
こ
ろ
に
き
ち
ん

と
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
つ
く

づ
く
思
う
。

□5]
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銀
宿
＼
＇
に

＿

ぃ

饂

”

”

所

”

包

中

京

H
閲

る

I

_

.

,

.

1

|

_

.

'

省

う

都

東

1

4

日

．

た

-

R

ぷ

京

e

]

"

)

会

っ

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
て
の
こ
＿
立
目
ぎ
東

16
炉

学

コ

霊

、

こ

意

見

等

を

ど

し

ど

し

お

寄

せ

く

た

さ

い

，

―

-

文

t

0

4

〒

競

滋

即

一

ー

ぎ

投

稿

規

定

＿

〒

り

0

3

社

意

一

刊

一

諷

t

瓢

会

＇

一
迎
①
一
件
に
つ
き
四

0
0
字

以

内

②

住

所

、

氏

名

、

一

ェ

話

式

ち

歓

月

一

株

幻

濯

露

株

う

一

稿

を

朋

記

（

誌

上

匿

名

一

o

J

)

③

渇

載

分

に

は

薄

謝

進

呈

ー

有

―

ー

の

―
一
投
※
文
章
を
一
部
手
直
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

6

疇

所

尻

紋

私

の

選

ぶ

一

皿

ー

＇

遠

山

敦

子

―

＿

命

送

り

先

E

S

一

麟

岬

疇

[
〒
咽
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
＝
ニ
ー
ニ
ー
ニ

M

⑮

⑮

◎

点

''" 

集

▽
予
算
の
中
身
を
見
れ
ば
、
そ
の
国
の

様
子
や
施
策
の
内
容
、
方
向
が
わ
か
る

と
い
う
。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
っ

て
、
毎
年
度
の
文
部
省
予
算
も
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
、
種
々
工
夫
を
こ
ら

し
て
い
る
。
特
に
教
育
改
革
は
こ
れ
か

ら
が
本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
段
階
で

あ
り
、
関
係
の
予
算
は
し
っ
か
り
と
措

置
し
ご
施
策
を
確
実
に
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

▽
今
月
号
は
、
そ
の
予
算
を
通
し
て
文

教
施
策
の
内
容
や
方
向
を
紹
介
し
た
。

文
部
省
各
局
課
の
重
要
施
策
等
が
簡
潔

に
ま
と
め
ら
九
て
い
る
の
で
、
広
く
御

活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
敦
行
政

に
対
す
る
一
層
の
御
理
解
と
御
福
力
を

賜
わ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

(

A

。
N

)

定価500円（本体485円）（〒61円）

年間購読料6,000円（〒共）

たたし，増大号，臨11与号の場合は別に代金を巾 L受けます。

・なお． II蒻読のお中し込みは直接常業所またはもよ＇）の・内•

店にお廂いします
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